
Ⅲ．総合評価   

参照に挙げた資料を用いて農薬「ペンチオピラド」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、単回経口投与後の血祭中濃度は投与0．4～1．3   

時間後にC。、aXに達し、Tl／2は13．6～21．4時間であった。主要排泄経路は胆汁を介した糞中   

であり、投与後96時間で糞中に69．6～84．3％TARが排泄された。主要組織中の残留放射能   

濃度は、全ての組織で投与1時間後に最高濃度となり、以後は全血及び血球を除いて速や   

かに減衰した。投与72時間後には殆どの組織中濃度が血祭中濃度と同等かそれ以下となっ   

た。尿中には親化合物は認められず、10％TARを超える代謝物もみられなかった。糞中の   

主要代謝物はA・6及びA・8であり、胆汁中ではB・3のグルクロン酸抱合体が主要代謝物で   

あった。主要代謝経路は、チオフェン環の酸化（A・12、A・13の生成）、チオフェン環由来   

の環構造の分解とアミド結合の加水分解（A・2、A・3、A・4、A・5の生成）、チオフェン環側   

鎖アルキル基の酸化やピラゾール環メチル基の脱離（A6、A7、A8、A9、AlO、All、A14   

の生成）とそれに続く抱合化が考えられた。  

ブドウ、トマト及びキャベツを用いた植物体内運命試験において、可食部における主要   

成分は親化合物であった。主要代謝物としてA・11抱合体及びA・3が検出された。主要代謝   

経路は、ペンチオピラドの側鎖アルキル基の酸化（A・11の生成）とそれに続く抱合化、チ   

オフェン環の酸化（A・12、A・13の生成）、チオフェン環由来の環構造の分解とアミド結合   

の加水分解（A・3、A・5の生成）が考えられた。  

土壌中運命試験において、ペンチオピラドは好気的畑条件下で比較的緩やかに分解され、   

推定半減期は130～139日であった。主要分解物はA・3、A・4、A，12及びA・13であった。   

主要分解経路としては、チオフェン環の酸化、チオフェン環由来の環構造の分解とアミド   

結合の加水分解、ピラゾール環のメチル基の脱離、最終的には二酸化炭素等の揮発性成分   

に分解する経路が考えられた。  

土壌吸着試験において、 Freundlichの吸着係数Kadsは2．56～20．5、有機炭素含有率によ   

り補正した吸着係数Kocは37ト522であった。   

加水分解試験では、ペンチオピラドは50±0．5℃条件下におけるpH4、pH7及びpH9   

の緩衝液中で安定であり、代表的な環境条件（25℃）での半減期は1年以上になると推定   

された。また、pH7の滅菌緩衝液及び滅菌自然水中での水中光分解試験においても、ペン   

チオピラドは初期濃度からの減衰は認められず、安定であった。   

火山灰±・軽埴土（茨城）及び洪積土・軽埴土（愛知）を用いて、ペンチオピラド及び   

分解物A・4を分析対象化合物とした畑地状態における土壌残留試験（容器内及び圃場）が   

実施された。推定半減期は、ペンチオピラドとして6～85 日、ペンチオピラドと分解物の   

合計としては、6～190日であった。   

野菜及び果実を用いて、ペンチオピラド、代謝物A・3、A－5及びA・11を分析対象化合物   

とした作物残留試験が実施された。ペンチオピラドの最高残留値は、もも（果皮）を除く   

と、300～500gai／haで3回散布し、最終散布14日後に収穫したブドウの3．77mg／kgで   

あった。各代謝物の最高残留値は、もも（果皮）を除くと、A・3では14日後のおうとう（果   

実）の0．05mg／kg、A・5では14日後のキャベツの0．11mg此g、A・11では21日後のブド   

ウ（果実）の0．11mg／kgであった。   

ラットの急性経口LD50及び経皮LD50は雌雄ともに2000mg／kg体重超、吸入LC50は雌  
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雄ともに5．67mg／L超であった。代謝物A・4、A・5、A・11及び原体混在物PTU、THT、5・753  

のラットにおける急性経口LD50は雌雄ともに2000mg／kg体重超、代謝物A・3及び原体混  

在物Me－753の急性経口LD50は雌雄ともに300mg此g体重超、2000mg此g体重以下であ  

った。   

ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験では、軽度の眼刺激性が認められたが、  

皮膚刺激性は認められなかった。モルモットを用いた皮膚感作性試験では陰性であった。   

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで39．7mg／kg体重／日、マウスで100  

mg此g体重／目、イヌで76．7mg／kg体重／日であった。   

慢性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで24・9mg／kg体重／日、イヌで8．10mg／kg  

体重／日であった。   

発がん性試験において、雄ラットで甲状腺濾胞細胞腺腫、雄マウスで肝細胞腺腫の発生  

頻度の増加が認められた。発がん性試験で得られた無毒性量は、ラットで27．Omg／kg体重  

／日、マウスで59．8mg／kg体重／目であった。   

2世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットの親動物で11．Omg耽g体重／日、児動物で  

54．Omg／kg体重／日であった。繁殖能に対する影響は認められなかった。   

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物及び胎児で250mg／kg体重／目、ウ  

サギの母動物及び胎児で75mg／kg体重／目であった。催奇形性は認められなかった。   

遺伝毒性試験として、ペンチオピラド（原体）の細菌を用いたDNA修復試験及び復帰  

突然変異試験、チャイニーズハムスター肺線維芽細胞（CHL）を用いた血寝加染色体異  

常試験、マウスリンフォーマ細胞を用いた遺伝子突然変異試験、マウスを用いた小核試験、  

ラット肝細胞を用いたjn vItd vz’tzv不定期DNA合成（UDS）試験が実施されており、  

CHL細胞を用いた染色体異常試験において、代謝活性化系存在下で陽性の結果が得られた。  

しかし、この染色体異常は強い細胞毒性がみられる濃度でのみ増加しており、マウスの小  

核試験及びラット肝細胞を用いたUDS試験の結果が陰性であったことから、生体において  

問題となるような遺伝毒性はないものと考えられた。代謝物及び原体混在物の細菌を用い  

た復帰突然変異試験では、結果はすべて陰性であった。   

各種毒性試験結果から、ペンチオピラド投与による影響は、主に肝臓及び甲状腺に認め  

られた。   

ペンチオピラドには、ラット及びマウスにおいて発がん性が認められた。追加試験  

【14．（1）】の結果から、本剤はPBに類似した肝薬物代謝酵素誘導能を有すること、投与初期  

において肝細胞の増殖活性を克進することが示唆され、これらの作用には閥値が存在する  

ことが確認された。また、細菌を用いたDNA修復試験及びラット肝細胞を用いたUDS試  

験の結果は陰性であり、DNAに対する直接作用はないものと考えられた。従って、発がん  

性試験でみられた腺腫の発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難いことから、本剤の評  

価に当り閥値を設定することは可能であると考えられた。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をペンチオピラド（親化合物のみ）と  

設定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表34に示されている。  

－32－   



表34 各試験にける無毒性量及び最小毒性量  

無毒性量  最小毒性量  
動物種   試験  

（mg／kg体重／目）   （mg／kg体重／目）   
備考   

ラット  90日間   雄：39．8   雄：99．∈）   雌雄：肝比重量増加、肝細胞肥大  

亜急性  雌：39．7   雌：99．8   等  

毒性試験  

1年間   雄：24．9   雄：98．8   雌雄：肝比重量増加等  

慢性毒性  雌：100  

試験   

2年間   雄：27．0   雄：83．4   雄：門脈周囲性肝細胞脂肪変性  

発がん性  雌：83．2   雌：体重増加抑制  

試験   

（雄：甲状腺濾胞細胞腺腫増加）  

2世代   盈塾遡   盟塾遡   親動物：体重増加抑制等  

繁殖試験  P雄：11．0  P雄：54．0  児動物：低体重  

P雌：18．1  P雌：90．5  

Fl雄：12．8  Fl雄：（；4．2  （繁殖能に対する影響は認めら  

Fl雌：19－0  Fl雌：∈）5．6  れない）  

退塾遡  盟勤勉  

P雄：54．0  P雄：278  

P雌：90．5  P雌：439  

Fl雄：64．2  Fl雄：340  

Fl雌：95．6  Fl雌：480  

発生毒性  母動物：250   母動物：1000   母動物：体重増加抑制等  

試験   胎児：250   胎児：1000   胎児：着床後胚・胎児死亡数増加  

等  

（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間   雄：100   雄：299   雌雄：肝比重量増加  

亜急性  雌：102   雌：306  

毒性試験  

18カ月間  雄：59．8   雄：200   雌雄：甲状腺う慮胞上皮細胞肥大等  

発がん性  雌：201   

試験   （雄：肝細胞腺腫増加）  

イヌ   90日間   雄：76．7   雄：811   雌雄：肝絶対・比重量増加等  

亜急性  雌：80．9   雌：864  

毒性試験  

1年間   雄：54．4   雄：461   雄：体重増加抑制等  

慢性毒性  雌：8．10   雌：56．6   雌：ALP増加   
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試験  

ウサギ  発生毒性  母動物：75   母動物：225   母動物：流産等  

試験   胎児：75   胎児：225   胎児：低体重  

（催奇形性は認められない）  

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がイヌを用いた1年間慢性毒性試験の  

8・10mg此g体重／目であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0．081mg／kg  

体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

0．081mg／kg体重／日  

慢性毒性試験  

イヌ  

1年間  

混餌  

8．10mg此g体重／日  

100  

－34－   



＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

略称   化学名   

DM－PAM  3・trifluoromethyl・1Hpyrazole－4・Carboxamide   

PA工止   1・methyl・3－trifluoromethyl’1Hpyrazole■4－Carboxamide   

DM－f■CA   3・trinuoromethyl・1Hpyrazole・4・Carboxylicacid   

PCA   1・methyl・3・trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carboxylicacid   

2・methyl・4・（3・［（3・trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carbonyl）amino］  
MTA－COOHa  

thiophen・2・yl）pentanoicacid   

2－methyl・4・（3－［（1・methyl・3・trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carbonyl）  
i3－A－C－DOHa  

amino］thiophen・2・yl）pentanoicacid   

2・methyl・4・〈3一［（3・trifluoromethyl－1Hpyrazole・4・Carbonyl）amino］thio  
M－A－COOHb  

phen・2・yl〉pentanoicacid（A・6のジアステレオマー）   

2・methyl・4・（3・【（1－methyl・3・trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carbonyl）  
i3－ATCOOHb  

amino］thiophen－2・yl〉pentanoicacid（A・7のジアステレオマー）   

N［2・（3・hydroxy・1，3・dimethylbutyl）thiophen・3・yl］・3－trifluoromethyl・  
DM－A－OH  

11fpyrazole・4－Carboxamide   

N［2・（3・hydroxy・1，3・dimethylbutyl）thiophen・3・yl］・1－methyl・3・  
753－A－OH  

trifluoro－methyl・1Hpyrazole，4・Carboxamide   

N［5・hydroxy・5・（1，3・dimethylbutyl）・2・0Ⅹ0・2，5・dihydrofuran・4・yl］・1  
753－F－DO  

・methyl・3・trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carboxamide   

N［5－hydroxy・5・（1，3・dimethylbutyl）・2・OXO・2，5qdihydrothiophen・4・yl］－  
753－T・・DO  

1・methyl・3・trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carboxamide   

N［2・（1，3・dimethylbutyl）thiophen－3・yl］－3・trifluoromethyl］・1H  
DM－r753  

PyraZOle・4・Carboxamide   

N［2・（3，4－dihydroxy・1，3・dimethylbutyl）thiophen・3・yl］・1・methyl・3・  
753－A－（1iOH  

trifluoromethyl・1Hpyrazole－4・Carboxamide   

N［2－（4・hydroxy・1，3・dimethylbutyl）thiophen・3・yl］－3・trifluoromethyl・  
DM・A－OHI  

1Hpyrazole・4・Carboxamide   

N［2・（4・hydroxy・1，3・dimethylbutyl）thiophen・3・yl］・1・methyl・3・  
753－A－OHI  

trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carboxamide   

N［2・（1，3・dimethyl・2・butenyl）thiophen・3・yl】－1－methyl・3・  
753－A－US  

trifluoromethyl・1Hpyrazole・4・Carboxamide   

Me－「753   （原体混在物）   

PTlし丁   （原体混在物）   

THT   （原体混在物）   

5－7∈；3   （原体混在物）   

記号   略称   

A－2   DM－PAM   

A－3   PA工止   

A－4   DM－f■CA   

A－5   PCA   

A－6  DMTA－COOH   

A－7  753－A－C－DOH   

A－8  DM－A－COOH   

A－9  753－A－C・DOH   

A－10  DM－A－OH   

A－11  753－A－OH   

A－12  753－F－DO   

A－13   753－T・・DO   

A－14   DM－r753   

B－2  753－A－（1iOH   

B－3  DM・A－OHI   

B－4  753－A－OHI   

B－5   753－A－US  

Me－「753  

PTlし丁  

THT  

5－7∈；3   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比  アルブミン／グロブリン比   

a   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

AfTT  活性化部分トロンポプラスチン時間   

CF   クロフィプレート   

Cmax   最高濃度   

CYP   チトクロームP－450   

GGT  †－グルタミルトランスフエラーゼ（＝†－グルタミルトランスペプチダーゼ（†－GTP））   
Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

HDW  ヘモグロビン濃度分布幅   

LC50   半数襲死濃度   

LD50   半数致死量   

MCH  平均赤血球血色素量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV  平均赤血球容積   

PB   フェノバルビタール   

PCNA  増殖性細胞核抗原   

PHI   最終使用から収穫までの目数   

PLT   血小板数   

PROD  ペントキシレゾルフィン αデアルキラーゼ（～デペンチラーゼ）   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

T祀   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Bil   総ビリルビン   

T．Chol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

UDPGT  ビリルビン抱合酵素（ウリジンニリン酸グルクロニルトランスフエラーゼ）   

WBC   白血球数  



＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  

験  
作物名    圃  

実施年度   
場  

数  

キャベツ  2   

㈲   
aX旭一狐   

年度   
2  

レタス   

2  （施差分（茎顛   

認X姓年度   

たまねぎ   

㈲窪）   2  

2α）5年度   

トマト   

2  （方箆効（果寿   

狐年度   

ヒし一マン   

2  （梅吉剋（果嘉   

2（X賂年度   

ナス   

2  （右転効（果顛   

狐年度   

きゆうり   

2  （右転効（果嘉   

2〔以年度   

メロン   

2  （施喜剋（無給  

（東夷   

蝕年度   

りんご   

2  （無鱒（果実）   

2α池年度   

なし   

2  （無籍（果寿   

猟年度   

もも   

2  （無妄串㈱   

2∝軒弔麦   

もも  2  （無芸尋（果財  2（カ5年度   

使用量  
残留値（mg／kg）  

（gai几a）   ペンチオピラド   代謝物A－3  代謝物A－5   代謝物A－11  

最南直  平均値  最南直  平矧直  最蘭直  平矧直  最高値  平矧直   

0．22  0．13  ＜0．02  く0．02  0．05  0．03★  ＜0．02  ＜0．02  

3   0．09  0．06  ＜0．02  ＜0．02  0．05  0．04☆  ＜0，02  ＜0．02  
200～220  3   

7   0．07  0．04  0．02  0．02★  0．07  0．04☆  0．02  0．02☆  

14  0．02  0．02女  ＜0．02  ＜0．02  0．07  0．04☆  ＜0．02  ＜0．02   

0．13  0．08  ＜0．02  ＜0．02  0．09  0．05★  0．02  0．02★  

3   0．03  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  0．07  0．04  0．02  0．02☆  
150～200  4   

7  く0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  0．07  0．04☆  ＜0．02  ＜0．02  

14  ＜0．01  ＜0．01  ＜0，02  ＜0．02  0．11  0．06  ＜0．02  ＜0．02   

1．46  0．66  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  

3   0．28  0．10☆  ＜0、02  ＜0．02  0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  
200～202  3   

7   0．05  0．03  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  

14  0．20  0．10☆  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02   

0．01  0．01★  ＜0．02  く0．02  0，02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  

3  ＜0．01  ＜0．0】  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  
200～300  4   

7  ＜0．01  く0．0］  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02☆  く0．02  ＜0．02  

13・14  ＜0．01  ＜0．0］  ＜0．02  く0．02  0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02   

0．49  0．34  く0．02  ＜0．02  0．02  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  

3   0．58  0．30  ＜0．02  く0．02  0，03  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  
200～225  3   

7   0．41  0．27  ＜0．02  ＜0．02  0．04  0．02☆  ＜0．02  く0．02  

14  0．16  0．12  ＜0．02  ＜0．02  0．04  0．03☆  ＜0．02  く0．02   

1，00  0．88  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0，02  0．02  0．02★  

150～200  5   3   0．78  0．61  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02★  

7   0．42  0．33  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02★   

0．47  0．33  ＜0．02  く0．02  0．03  0．02★  ＜0．02  く0．02  

202～250  3   3   0．43  0．28  ＜0．02  ＜0．02  0．04  0．03  ＜0．02  ＜0．02  

7   0．16  0，06  ＜0．02  ＜0．02  0．03  0．02  ＜0．02  ＜0．02   

0．17  0．16  く0．02  く0．02  0．03  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  

150～225  5   3   0．12  0．10  ＜0，02  く0．02  0．03  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02  

7   0．02  0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．03  0．02☆  ＜0．02  ＜0．02   

＜0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0，02  ＜0，02  

3   0．01  0．01ま■  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  
250～300  5   

7   0．01  0．01貴  ＜0．02  く0．02  0．02  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  

14  く0．01  ＜0．01  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

0．64  0．60  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  

600   
3   0．61  0．46  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3   
7   0、46  0．33  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

14  0．29  0．22  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

1．26  0．98  く0．02  ＜0．02  0．02  0．02央  0．03  0．02☆  

3   1．24  1．09  く0．02  ＜0．02  0．02  0．02☆  0．04  0．03☆  
350－450  3   

7   0．87  0．77  ＜0，02  ＜0．02  0．03  0．02☆  0．04  0．03☆  

13・14  0．50  0．32  ＜0．02  く0．02  0．03  0．02☆  0．06  0．04★   

0．04  0．02ま  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  

3   0，05  0．02丈  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  
400～600  3   

7   0．05  0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  0．02  0．02☆  

14  0．02  0．01★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  く0．02   

10．9  6．26  ＜0．05  0．04☆  0．05  0．03丈  0．15  0．10  

3   12．4  6．26  ＜0．05  0．04★  0．05  0．03☆  0．19  0．10  
400～600  3   

7   8．94  4．86  0．05  0．04☆  0．07  0．04☆  0．27  0．16  

14  3．69  2．50  ＜0．05  0．04央  0．08  0．04☆  0．19  0．13   
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試  

残留値（mg／kg）  

作物名  
験   

実施靭妻    囲 場  
代謝物A－5   代謝物A－11  

（回   

数   最商直  欄直  最南直  平嘲直  最南直  欄直  最高値  平矧直   

おうとう   2．20  1．60  0．03  0．02★  ＜0．02  ＜0．02  0．06  0．05   

3  2．19  1．51  0．03  0．02☆  0．03  0．02★  0．07  0．06  
2  400－500  3   

7   1．63  1．40  0．03  0．02  0．03  0．02★  0．07  0．06  
狐年度  14  1．86  1．36  0．05  0．04★  0．05  0．03★  0．06  0．04   

イチゴ   0．90  0．79  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

2   200   
3   0．70  0．64  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

3   
7   0．44  0．40  ＜0．02  ＜0．02  く0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  

2α姥年度  14  0．31  0．20  0．02  0，02★  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02  ＜0．02   

ブドウ  

焼紛   7   3．57  2．17  0．03  0．02★  0．04  0．03☆  0．05  0．03   

2  300－500  3                    （無籍傘か湖     14  3．77  2．26  0．03  0．02★  0．05  0．03大  0．08  0．05   

（果寿  
21  3．68  2．07  0．03  0．02☆  0．03  0．02☆  0．11  0．08   

2α池年度  

注）・散布には水和剤を使用した。   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界を検出したものとして計算し、  

矢印を付した。   

・全てのデータが定量限界未滴の場合は定量限界の平均に＜を付して記載した。  
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＜別紙4：推定摂取量＞  

覧留  

作物名   値  

g／kg 

．1：∃   

レタス   ．66   

．01   

トマト   ．34   

．88   

ナス   ．3：】   

．16   

．01   

りんご   ．60   

．0！）   

．0！）   

．02   

．60   

イチゴ   ．7！）   

ブドウ   ．26   

合計   

国民平均  小児  妊婦  
残留  

高齢者 晦5歳以」〕  

値  
（体重：53．3kg）   （体重：15．8kg）   （体重：55．6kg）   （体重：54．2kg）  

汀   摂取量   汀   摂取量   什  摂取量   fr   摂取量  
）  

敏ル日）  毎囚日）  敏ル目）  （廠〟目）  敏〟日）  （適刃日）  敏付目）  毎困日）  

0．1：∃  22．8   2．96   9．8   1．27   22．9  2．98   19．9   2．59  

0．66   6．1   4．03   2．5   1．65   6．4   4．22   4．2   2．77  

0．01  30．3   0．30   18．5   0．19   33．1  0．33  22．6   0．23  

0．34   24．3   8．26   16．9   5．75   24．5  8．33   18．9   6．43  

0．88  4．4   3．87   2   1．76   1．9   1．67   3．7   3．26  

0．3：】   4   1．32   0．9   0．30   3．3   1．09   5．7   1．88  

0．16   16．3   2．61   8．2   1．31   10．1   1．62   16．6   2．66  

0．01  0．4   0．00   0．3   0．00   0．1   0．00   0．3   0．00  

0．60   35．3  21．18   36．2  21．72   30   18．00  35．6  21．36  

1．0！）   5．1   5．56   4．4   4．80   5．3   5．78   5．1   5，56  

1．0！）   0．1   0．11   0．1   0．11   0．11   0．11   0．1   0．11  

0．02   0．5   0．01   0．7   0．01   4   0．08   0．1   0．00  

1．60  0．1   0．16   0．1   0．16   0．1   0．16   0．1   0．16  

0．7！）  0．3   0．24   0．4   0．32   0．1   0．08   0．1   0．08  

2．26  5．8   13．11   4．4   9．94   1．6   3．62   3．8   8．59  

63．7  49．3  48．1  55．7  

注）・残留値は、登録または申請されている使用時期・使用回数による各試験区の平均値のうち、  

ペンチオピラドの最大値を用いた（参照 別紙3）。   

・「吼：平成10～12年の国民栄養調査（参照57～59）の結果に基づく農産物摂取量（釘〟日）   

・「摂取量」：残留値及び農産物残留量から求めたペンチオピラドの推定摂取量（ト威〟日）   

・『西洋なし』には日本なしの残留値を用いた。  
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